
質
問  

創
建
ホ
ー
ム
本
社
仮
移

転
費
と
三
原
市
営
業
所
分
含
む

計
15
百
万
円
が
公
金
か
ら
執
行

さ
れ
た
が
、
一
営
利
企
業
へ
の

公
金
支
出
に
法
的
問
題
は
な
い

の
か
。
特
に
三
原
市
分
に
つ
い

て
は
、
行
政
圏
外
で
問
題
は
な

い
の
か
。

答
弁 

市
長�

市
の
財
政
負
担
減

と
庁
舎
移
転
の
早
期
進
捗
に
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
公
益
上
必

要
と
判
断
し
た
も
の
で
す
。

質
問  

会
議
所
移
転
経
費
中
、

市
負
担
分
３
千
万
円
は
高
額
で
、

公
金
納
税
者
に
説
明
が
つ
く
資

料
は
提
出
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長�

金
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
同
所
か
ら
見
積
書
や
実

績
等
の
提
出
を
い
た
だ
い
て
手

続
き
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

質
問  

創
建
ビ
ル
は
築
40
年
。

同
社
に
は
無
用
な
長
物
的
物
件
。

市
は
寄
付
受
納
後
、
同
所
に
無

償
貸
与
が
早
々
に
決
定
。
今
後

ビ
ル
維
持
管
理
は
市
民
負
担
と

な
り
ま
す
。
一
般
市
民
は
公
共

施
設
使
用
の
場
合
、
使
用
料
を

払
っ
て
い
る
が
、
行
政
の
差
別

化
で
は
な
い
か
。

答
弁 

市
長�

ビ
ル
無
償
貸
与
は

難
航
し
た
同
所
の
移
転
先
を
創

建
ホ
ー
ム
か
ら
市
の
活
性
化
に

資
す
る
た
め
の
寄
付
で
あ
り
、

意
向
を
考
慮
し
、
無
償
貸
与
の

議
決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問  

就
任
６
年
目
の
市
長
は

会
頭
に
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
て

い
る
の
で
は
。
会
頭
を
ど
の
よ

う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
弁 

市
長�

会
頭
に
は
様
々
な

経
験
が
あ
り
、
行
政
と
の
連
携

や
、
私
の
み
な
ら
ず
色
々
な
方

と
親
交
が
あ
り
、
ご
協
力
ご
支

援
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

質
問  

創
建
ビ
ル
は
民
間
で
の

賃
貸
の
場
合
、
年
額
５
百
万
円

か
ら
１
千
万
円
と
の
こ
と
だ
が
、

答
弁
の
根
拠
は
。

答
弁 

市
長�

近
い
事
例
と
し
て
、

市
水
道
局
分
庁
舎
を
参
考
に
答

弁
い
た
し
ま
し
た
。

質
問  

会
議
所
会
員
数
９
９
２

名
。
運
営
の
原
資
は
市
補
助
金

２
４
０
万
円
余
。
そ
の
他
は
。

答
弁 

市
長�

会
議
所
運
営
は
会

費
が
中
心
で
、
補
助
金
は
市
内

の
消
費
喚
起
や
市
内
商
品
券
の

発
行
事
業
あ
る
い
は
、
商
業
の

振
興
を
目
的
と
し
、
交
付
金
事

業
費
は
約
９
百
万
円
で
す
。

質
問  

市
国
保
税
の
滞
納
者
は

３
５
４
人
で
所
得
２
０
０
万
円

未
満
が
３
０
０
人
（
約
85
％
）

で
す
。
滞
納
者
の
差
押
は
16
件

で
収
納
率
42
・
17
％
、
執
行
停

止
は
１
５
３
件
（
２
０
，
５
７

８
，
１
５
８
円
）
で
す
。

　
滞
納
者
へ
の
国
保
・
資
格
証

明
書
等
の
発
行
は
、
医
療
権
・

生
存
権
を
奪
う
こ
と
に
な
り
、

直
ち
に
中
止
す
べ
き
で
す
。

答
弁 

市
長�
資
格
証
の
発
行
は
、

特
別
の
事
情
（
事
業
休
止
・
病

気
な
ど
）
の
有
無
の
把
握
を
適

切
に
行
い
、
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問  

①
45
才
夫
婦
・
子
ど
も

２
人
の
家
族
構
成
で
所
得
２
０

０
万
円
の
場
合
は
、
竹
原
市
の

国
保
税
・
住
民
税
な
ど
合
計
支

出
額
（
試
算
）
は
。
②
同
家
族

構
成
の
生
活
保
護
費
は
。
③
高

い
市
国
保
税
は
市
民
生
活
を
脅

か
し
て
お
り
、
憲
法
25
条
の
生

存
権
を
市
長
は
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

①
合
計
支
出
額
は

約
75
万
円
（
国
保
税
35
・
１
万

円
、
国
民
年
金
約
39
・
７
万
円
、

住
民
税
０
・
55
万
円
、
所
得
税

な
し
）
。
②
同
家
族
の
生
活
保

護
費
は
年
額
約
２
１
０
万
円
で

す
。
③
低
所
得
者
に
は
保
険
税

軽
減
や
納
付
相
談
を
行
い
、
生

活
困
窮
者
に
は
生
活
保
護
で
救

済
さ
れ
ま
す
。

質
問  

18
歳
未
満
の
子
ど
も
世

帯
の
国
保
税
の
負
担
軽
減
は
、

子
育
て
支
援
か
ら
も
実
施
す
べ

き
で
す
。
市
長
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長�

市
独
自
の
国
保
税

軽
減
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

子
ど
も
の
均
等
割
の
軽
減
措
置

は
全
国
市
長
会
を
通
じ
て
国
へ

要
望
し
ま
す
。

質
問  

危
険
度
ラ
ン
ク
６
（
倒

壊
等
の
危
険
性
が
高
い
状
態
）

の
空
き
家
数
・
そ
の
対
応
は
。

答
弁 

市
長�

ラ
ン
ク
６
は
41
件

（
Ｈ
27
年
度
調
査
）
で
周
辺
部

に
影
響
が
あ
る
と
判
断
し
た
空

き
家
は
23
件
、
う
ち
18
件
は
解

体
し
、
残
り
は
５
件
と
新
た
に

追
加
し
た
３
件
の
計
８
件
で
す
。

所
有
者
に
積
極
的
に
働
き
か
け

て
改
善
に
努
め
ま
す
。

質
問  

本
川
自
治
会
の
空
き
家

問
題
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

所
有
者
に
適
正
な

管
理
を
行
う
よ
う
、
文
書
通
知

を
行
い
ま
し
た
。

　
直
ち
に
倒
壊
の
恐
れ
は
な
い

認
識
で
す
が
、
建
物
の
状
態
や

周
辺
へ
の
影
響
に
応
じ
、
段
階

的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

松
まつもと

本　　進
すすむ ●高い国保税の生存権と子育て支援について

●竹原市の空き家対策について 動 画

宇
う の

野　武
たけのり

則
●行財政改革について ●市営住宅管理について
●区画整理事業について ●県合同庁舎問題について
●商工会議所関連について

動 画
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質
問  

子
育
て
サ
イ
ト
開
設
の

要
望
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
活

用
し
て
の
子
育
て
支
援
の
拡
充

等
の
お
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

答
弁 

市
長�

必
要
と
す
る
情
報

が
必
要
と
す
る
人
に
確
実
に
届

け
ら
れ
る
こ
と
で
、
関
係
者
間

で
の
情
報
が
共
有
し
や
す
く
な

る
よ
う
、
他
市
の
先
進
事
例
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
よ
り
効
果

的
な
情
報
発
信
を
目
指
し
、
サ

イ
ト
の
更
新
や
改
善
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
活
用
を
含
め

た
財
源
確
保
に
努
め
る
中
で
、

事
業
の
優
先
度
・
費
用
対
効
果

も
勘
案
し
な
が
ら
、
子
育
て
支

援
策
の
充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

不
登
校
支
援
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
児
童
・
生
徒
に
対

し
て
の
取
組
と
、
学
校
教
育
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
成
果
と
課

題
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

学
校
か
ら
定
期

的
に
連
絡
を
行
う
な
ど
、
当
該

児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護
者
と

の
繋
が
り
が
切
れ
な
い
よ
う
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
学
校
教
育
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
家
庭
訪
問

を
行
う
な
ど
、
こ
れ
ま
で
行
え

て
い
な
か
っ
た
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

型
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
学
校
や
教
育
委
員
会
だ

け
で
な
く
、
庁
内
に
お
け
る
関

係
部
署
、
福
祉
や
医
療
な
ど
そ

の
他
多
く
の
関
係
機
関
な
ど
多

様
な
主
体
が
協
働
し
、
包
括
的

に
支
援
す
る
地
域
ま
る
ご
と
支

え
あ
い
体
制
づ
く
り
事
業
の
中

で
支
援
を
引
き
継
げ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

質
問  

出
生
数
の
減
少
に
よ
り
、

予
想
さ
れ
た
以
上
の
児
童
生
徒

数
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、

市
と
し
て
の
統
合
再
編
の
方
向

性
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

今
年
度
の
出
生

数
に
つ
い
て
も
多
少
は
回
復
す

る
も
の
の
、
令
和
３
年
度
以
前

の
数
に
は
戻
ら
な
い
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
２
か
年
度
の

出
生
数
の
状
況
を
も
っ
て
適
正

配
置
計
画
の
見
直
し
を
行
う
に

は
時
期
尚
早
と
考
え
て
お
り
、

今
後
の
出
生
数
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
の
検
討
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
け
る
市
立
中
学
校

等
を
卒
業
し
た
生
徒
の
市
内
高

等
学
校
へ
の
進
学
状
況
等
を
踏

ま
え
て
必
要
な
対
応
策
を
検
討

し
、
県
教
育
委
員
会
と
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

質
問  

市
内
各
所
に
密
生
し
て

い
る
竹
林
は
、
土
砂
災
害
予
防

や
生
態
系
維
持
の
た
め
に
間
伐

を
す
る
な
ど
、
適
正
な
管
理
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
竹
材

の
利
活
用
推
進
へ
の
竹
原
市
と

し
て
の
取
組
に
つ
い
て
お
伺
い

し
ま
す
。

答
弁 
市
長�

竹
林
の
管
理
に
付

い
て
は
防
災
の
観
点
か
ら
、
パ

ト
ロ
ー
ル
監
視
等
に
よ
り
災
害

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
他
、

「
森
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用

し
、
防
災
・
減
災
型
森
林
整
備

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
竹
材
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

竹
を
テ
ー
マ
と
し
た
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
を
は
じ
め
、
竹
細

工
製
品
を
各
種
団
体
と
連
携
し

な
が
ら
、
販
売
や
製
作
体
験
を

行
う
と
と
も
に
、
竹
作
品
を
三

原
駅
や
広
島
空
港
な
ど
各
所
に

展
示
す
る
な
ど
し
て
、
竹
製
品

の
魅
力
や
価
値
を
広
く
発
信
し

て
い
ま
す
。

質
問  

市
民
の
安
全
安
心
確
保

の
た
め
の
防
犯
環
境
整
備
事
業

と
し
て
、
道
路
・
交
差
点
・
公

園
等
に
地
域
防
犯
活
動
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
を

設
置
す
る
事
や
設
置
事
業
へ
の

補
助
制
度
を
創
設
す
る
事
へ
の

考
え
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

答
弁 

市
長�

防
犯
カ
メ
ラ
に
つ

い
て
は
、
事
件
・
事
故
の
原
因

究
明
や
再
発
防
止
の
対
策
に
有

効
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
主
要
施

設
や
敷
地
に
カ
メ
ラ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
地
域
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

に
関
す
る
補
助
制
度
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
の
導
入
例
や

地
域
の
声
も
踏
ま
え
た
対
応
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問  

平
成
23
年
に
制
定
さ
れ

た
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」
に
は
、

自
治
体
は
「
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推

進
計
画
」
を
策
定
す
る
よ
う
に

努
め
る
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

竹
原
市
は
現
在
未
策
定
で
あ
り

ま
す
。
竹
原
市
と
し
て
の
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま

す
。

答
弁 

教
育
長�
現
在
は
「
第
６

次
竹
原
市
総
合
計
画
」
や
「
竹

原
市
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
基
本
方
針

を
定
め
て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
涯

に
渡
り
楽
し
め
る
環
境
の
充
実

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後

に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本

法
第
２
条
の
理
念
を
踏
ま
え
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
市

民
の
皆
様
に
お
示
し
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

村
むらかみ

上 まゆ子 
●子育て支援の拡充と今後の少子化対策について
●不登校児童生徒に対する取り組みについて
●竹原市立学校適正配置計画について

動 画

蕎
そ ば た

麦田 俊
と し お

夫 
●竹林の管理と竹材の利活用について
●市民の安全安心確保への取り組みについて
●スポーツ基本法への対応について

動 画
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１１月　１日　佐賀県鹿島市議会来庁
１１月　５日　民生都市建設委員会行政視察（～７日）
　　　　　　　大分県臼杵市，大分市，豊後高田市
１１月　６日　高知県土佐市議会来庁
１１月　７日　和歌山県海南市議会来庁
１１月　８日　総務文教委員会行政視察（～１０日）
　　　　　　　東京都大田区，日野市，府中市
１１月１５日　京都府八幡市議会来庁
１１月２０日　宮城県栗原市議会来庁
１１月２１日　議会運営委員会
１１月２８日　民生都市建設委員会
１２月　６日　議会運営委員会
１２月１０日　中央環境衛生組合全員協議会
１２月１２日　本会議
１２月１４日　総務文教委員会
１２月１５日　民生都市建設委員会
１２月１８日　本会議

１２月１９日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　総務文教委員会
　　　　　　　民生都市建設委員会
１２月２２日　議会運営委員会
　　　　　　　本会議
　　　　　　　会派代表者会議
１２月２８日　 中央環境衛生組合定例会
　１月１５日　滋賀県高島市議会来庁
　１月１６日　議員研修会
　１月１７日　広島県水道広域企業団全員協議会
　１月２２日　総務文教委員会
　１月２３日　特別交付税要望（東京）
　１月２５日　民生都市建設委員会

議 会 の う ご き

※この間、広報広聴委員会は４回行いました（12/12，12/19，1/11，1/16）。

質
問  

現
在
、
竹
原
市
に
お
い

て
消
防
格
納
庫
が
26
ヶ
所
存
在

し
、
内
６
ヶ
所
は
旧
耐
震
構
造

の
ま
ま
で
、
築
年
数
が
75
年
を

経
過
し
て
い
る
建
物
も
あ
り
ま

す
。
格
納
庫
の
現
状
と
機
能
維

持
の
た
め
の
対
応
は
。
ま
た
、

団
員
確
保
の
た
め
に
行
政
と
各

分
団
の
連
携
を
密
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
市
の

所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

市
長�
本
市
の
消
防
団
員

数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度

か
ら
定
数
を
３
９
５
人
に
改
め

て
お
り
、
充
足
率
は
87
・
８
％

で
あ
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
等

に
伴
い
、
全
国
的
に
も
団
員
の

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
お
り
、

本
市
も
同
様
の
課
題
を
抱
え
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
消
防
格
納
庫
に
つ
い
て
は
、

そ
の
多
く
で
老
朽
化
が
進
行
す

る
中
、
こ
れ
ま
で
補
修
・
修
繕

に
よ
り
施
設
維
持
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
度
、
全
団
員
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

意
見
を
集
約
し
た
う
え
で
検
討

す
る
場
を
設
け
、
連
携
を
深
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
施
設
の
更
新
や

集
約
化
も
視
野
に
入
れ
、
整
備

方
針
に
つ
い
て
、
早
期
に
決
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問  

不
登
校
児
童
生
徒
に
対

し
て
、
色
々
な
策
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
毎
年
不
登

校
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
学

校
づ
く
り
が
多
様
化
す
る
不
登

校
対
策
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
」
た
め
に
も
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
し
て
、
出
席
日
数
で
判

断
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
義
務

教
育
の
期
間
で
何
を
学
ぶ
か
、

何
を
習
得
す
べ
き
か
を
重
視
し

た
施
策
が
必
要
と
考
え
ま
す
が
、

教
育
長
の
所
見
を
伺
い
ま
す
。

答
弁 

教
育
長�

不
登
校
の
児
童

生
徒
全
て
の
学
び
の
場
を
確
保

し
、
学
び
た
い
と
思
っ
た
と
き

に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
学
校
以
外
の

学
び
の
場
の
提
供
や
相
談
窓
口

の
周
知
、
一
人
一
台
端
末
を
用

い
た
学
び
の
場
や
時
間
の
確
保

を
図
り
、
学
習
内
容
の
定
着
に

努
め
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒

の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
、
「
チ

ー
ム
学
校
」
で
支
援
を
行
う
ほ

か
「
み
ん
な
が
安
心
し
て
学
べ

る
」
場
所
に
出
来
る
よ
う
、
地

域
・
各
家
庭
と
相
互
に
理
解
や

連
携
し
な
が
ら
、
取
組
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

川
かわもと

本　　円
まどか

 
●竹原市消防団施設及び団員確保について
●不登校児童生徒に対する取り組みについて 動 画

たけはら市議会だより2024（令和 6 年）2 月 第 115 号（ 10 ）一 般 質 問




